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校長 黒田 宏一 
 夏季休業日中の猛烈な暑さを忘れさせてしまうほど、２学期は過ごしやすい気候でのスタートとなり、

生徒もこの気候のようにさわやかに２学期を迎えることができました。始業式では、一橋大学バス停前に

ある一中花壇が様々な人の途切れることのない手入れにより夏の間もきれいに整備されていることを通

し、「２学期は『手間隙かけて』諸活動に取り組もう！時間をかけじっくり取り組み多くの成果を得よう！」

という話をしました。２学期は、１年の中で１番長い学期です。学習活動は質量ともに深まり、行事も多

く計画されており、教育活動が最も「充実する学期」でもあります。生徒一人一人が充実した学校生活を

送り、大きく成長することを期待しております。２学期も保護者・地域の皆さまのご協力をお願い申し上

げます。 

 

  さて、この夏休み期間、様々な地域の方と懇談する機会がありました。一中や一中生への期待がひしひ

しと伝わる内容ばかりでした。その中で本年８月に長野県軽井沢に開校したインターナショナルスクール

（ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽｸｰﾙ･ｵﾌﾞ･ｱｼﾞｱ軽井沢、通称「ISAK（ｱｲｻﾞｯｸ）」）の話を紹介します。 

 ISAK は、「多様性に対する寛容力」「課題設定能力」「失敗を恐れずリスクをとる力」の育成を方針

とした、日本初の全寮制のインターナショナルスクール（高校）です。日本人生徒は３割、７割はアジア

各国の生徒で構成されています。世界各国から教師が集まり、日本企業を含め多くの団体・個人の支援よ

って運営されている学校です。ISAK を特集した雑誌の記事も読みましたが、準備期間として５年間実施

したサマースクール（体験入学）の内容は感動的、衝撃的でした。 

 一例を紹介すると、インドから奨学金によって ISAK に参加した男子生徒はいつも食事のほとんどを残

していました。それを見たイギリスからの女子生徒は「なぜ残すのか。」と問いただすと、彼は涙を浮か

べて「今まで生きてきて、こんなに沢山のものを食べたことがないんです。おなかいっぱいで食べられま

せん。」との返答。貧困のため極端に食事量は少なく、胃が受け付けないのです。このことを知った女子

生徒は、あまりにも自分が恵まれすぎていること、成績が極めて優秀で、世の中を変えたいと頑張る子が、

インドの過酷な環境下で生きているという現実に「人生観が変わった。」と言うほどの衝撃を受けたとの

ことでした。 

 環境や経験の違い等を理解し吸収できたことは大きな財産です。そしてそれぞれの生徒が単に夢を描い

ているのではなく、なぜその夢なのかという自分の意志をしっかりもっている力強さ、その上で「何のた

めに学ぶのか。」ということをよく考えて学習している姿が印象的でした。そのような教育を志向してい

ることがよく理解できました。現在は、国際バカロレア教育プログラム（国語（母国語）以外の授業はど

の教科も英語で授業を行い、世界に通用する力を育成するプログラム）の申請をしているとのことです。 

 

 「何のために学ぶのか」「なぜ学ぶのか」。この学びの目的を自分が意識できたとき、学習意欲がより

高まるのではないでしょうか。私たちは本当に恵まれた学習環境にあります。整っているために学びが受

け身になる可能性もあります。それが学ぶ目的を忘れさせてしまう、また学習意欲を低める要因にしては

なりません。冒頭述べましたように２学期は、教育活動の充実した学期です。一つ一つ着実に取り組みそ

の経験・体験を生かしながら、学びの目的を自ら見いだせるよう生徒に働きかけていきたいと思います。 

国中だより 

何のために学ぶのか 



 
９月８日（月）、新しい生徒会本部役員を選出するための立会演説会及び選挙が行われました。 
今回の選挙は会長・副会長・書記・庶務の７名を選出する選挙で、副会長以外は信任投票となりました。どの立候補者も、

「学校生活の充実」「一中生の役に立ちたい」「いじめのない学校生活」「生徒会活動の活性化」など、自分から積極的に

かかわっていこうとする姿勢に満ちあふれていました。 
 この１年間頑張ってきた前期生徒会役員に代わり、今後は新役員が活動 
していくことになります。今までの生徒会が行ってきた貴重な取り組みを 
土台にしながら、さらに充実した活躍をしてくれることを期待しています。 

新 会 長：（２ 年３ 組）渡邉 小万智 

新 副会長：（２ 年１ 組）石井 あいみ （２ 年２ 組）阪 千宝  

新 書 記：（２ 年１ 組）坂口 桜子   

新 庶 務：（１ 年４ 組）北見 旬  （１ 年４ 組）青木 陽和  （１ 年４ 組）高木 衣吹 

 
 
 各学年の課題曲と自由曲をお知らせいたします。 

｛１年生｝課題曲 「夢は大空を駈ける」 
 自由曲 １組 「今日から明日へ」２組 「道」 
     ３組 「怪獣のバラード」４組 「行き先」 
｛２年生｝課題曲 「時の旅人」 
自由曲 １組 「地球の鼓動」  ２組「ヒカリ」 
    ３組 「命あるかぎり」 ４組「輝くために」 

｛３年生｝課題曲 「虹」 
 自由曲 １組 「決意」   ２組「ひとつの朝」 
  ３組 「走る川」４組「信じる」５組「はじまり」 

どのクラスも金賞目指して頑張ってください！ 

 
 
 ９月１２日（金）に２年生の校外学習がありました。 
天候にも恵まれ秋晴れの中、国立駅に集合し、各班ごとにあ

らかじめ計画していたプランに沿って行動してきました。 
 東京の名所を東京に住んでいる私たちが、改めてじっくり

と見学することの発見と感動 
を実感した一日となりました。 
この行事は来年の修学旅行に 
生かすための、練習を兼ねて 
行いましたが、全ての班がル 
ールをしっかりと守って積極 
的に参加することができまし 
た。 

 おしらせ  

○原爆に関してのことばの募集：沢山の応募ありがとうございました。８月６日（火）～８月２７日（火）、国立市内で行われ

た展覧会に本校から入選した生徒の作品が展示されました。また、２年１組大森真紀さんの作品がＮＨＫの番組

「首都圏ネットワーク」に紹介され、若い世代の原爆についての思いを話しました。 
○表彰  合 唱 部 ：銅 賞 [第８２回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール（東京都予選）において]        

     ソフトテニス部 ：[第５３回国立市民体育祭ソフトテニスの部において]  
優勝 張本・松田ペア 準優勝 山口・北川ペア ３位 前島・野中ペア ４位 島田・野中ペア 

              [第１０ブロック夏季研修大会]  準優勝 張本・松田ペア 

 
９月 ８日（月）生徒会選挙   
  １２日（金）校外学習（２年） 
  １５日（月）敬老の日       

１７日（水）専門委員会 前期最終 
  １８日（木）～２０日（土）修学旅行（３年） 

１９日（金）水泳指導終 
２２日（月）専門委員会 後期① 
２３日（火）秋分の日    
２５日（木）校外学習（１年） 
２６日（金）中央委員会  

１０月１日（水）中間試験１日目 
２日（木）中間試験２日目 
３日（金）中央委員会 
６日（月）専門委員会 
７日（火）進路保護者説明会（３年） 
９日（木）マラソン大会（Ａ組） 

１３日（月）体育の日 
  ２２日（水）部活動停止 
  ２８日（火）合唱コンクール 

３１日（金）全校朝礼 
３１日（金）～１１月１０日（月）進路面談 ３年 

生徒会役員選挙 
 

合唱コンクールの季節です 校外学習（２年生） 

今後の予定 


